































































































青森県   4649  0.22 43











青森県  1,388,386   40.848  2.9











ある。協力者の性別の内訳は，東京が男性 7名，女性 36名であったのに対し，青森が男性 7名，女
性 15名であった。年齢別では，東京では 20代が 21名で最も多く，次に 60代 11名，70代 5名，50
代が 3名，10代が 2名，40代が 1名。青森では，40代が 8名で最も多く，次に 50代が 6名，30代
が 4名，60代が 2名，20代と 70代がそれぞれ 1名ずつという内訳であった。職業は，東京では，学














回っている。しかし，「ある」の割合が東京 83.7％に対して，青森 77.3％と，そこに 6.4％の開きがあ
日本語ボランティア教師の活動以前の海外渡航歴の有無
東京 青森
ある 36 83.7％ ある 17 77.3％
ない  7 16.3％ ない  5 22.7％











いた 27  63％ いた 18  82％
いない 16  37％ いない 4  18％



















































かなり親しい まあまあ親しい やや親しい それほど親しくない
???????
職 場  0  3 0 1  4
学 校  2  5 1 3 11
近 所  3  1 2 1  7
そ の 他  7  3 0 1 11
職 場 ＋ 学 校  0  0 1 0  1
学 校 ＋ 近 所  0  2 2 0  4
学 校 ＋ そ の 他  1  1 0 0  2
近 所 ＋ そ の 他  1  0 0 0  1
職場＋学校＋近所  1  1 0 0  2



















??????渡航経験なし  5  3  6 3 2 19
1～ 5か国  9  6  6 4 1 26
6～ 10か国  6  4  2 0 2 14
11か国以上  0  2  3 0 1  6
合計（人） 20 15 17 7 6 65
これは，海外旅行での滞在国数と国内での外国籍，外国にルーツを持つ知り合いとの親しさのレベ
ルのクロス表である。把握できた訪問先のみを国別に表した。なお，日本語ボランティア教師のうち，
これまでに 1～ 5か国の旅行を経験した人が 26名，6～ 10か国では 14名，11か国以上は 6名となっ
ている。中でも，「かなり親しい」「まあまあ親しい」「やや親しい」と回答した人数は，1～ 5か国
で 16名，6～ 10か国で 6名，11か国以上で 5名，「それほど親しくない」と回答した人の人数は 1






























かなり親しい まあまあ親しい やや親しい それほど親しくない
????
1か月以内 0  3 0 1  4
2か月以内 0  3 0 0  3
1年以内 1  1 0 1  3
2年 1  0 0 0  1
3年 3  0 0 0  3
5年 0  1 0 0  1
12年 0  1 0 0  1
13年 0  1 0 0  1
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